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＜連絡事項＞
· 12/4（金）　立ち入り調査がありますので、環境整備・カルテチェックを

するようにして下さい。10月分のカルテは、立ち入り調査が終了後に提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・斎野　テイ子様～12/1（火）15：30から家族面談の予定となっています。医師、家族に

は連絡済み。

・野々口　晶太様～本日15：30家族面談後退院。12/2朝～12/21就床前まで退院時処方が

　　　　　　　　　出ています。（初外来12/21白山台メンタルクリニック）

・澤口　直美様～外泊より問題なく帰院する。帰院後、家族面談し12/7（月）退院12/14

（月）初外来（青南病院）予定となる。

　退院まではできるだけ静かな環境を提供し、川端Dr担当医とし不在時は携帯電話に連絡する。

・佐藤　千砂子様～本人希望にて、夕飯から常食→粥・粗キザミに変更になります。

・赤石　陽介様～本日からOT（Bグループ）導入となります。

・吹越　勇一様～排便-4日　センナリド4T処方となる。

＜隔離入室患者様･身体拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～時間隔離(20：00～6：00)継続中。女性に対して挨拶を頻回にしています。表情の硬さが見られるも、妄想発言や他者とのトラブルは無い。引き続き、幻覚妄想状態の観察を行い、突発的な粗暴行為に注意し、早期の処遇改善に向け介入していきます。

· 渡部　博之様～身体拘束中｡意味不明な言動は聞かれているも、粗暴行為となることは

ありません。疎通良好。排泄の訴えあり、トイレまで誘導し、ふらつきなく自排尿出来ている。幻視や妄想に左右された発言きかれていません。引き続き、精神症状の観察を行い、突発的な粗暴行為に注意しながら介入していきます。主治医に確認し開放観察し精神症状・身体管理を行えるようにする。

・堀内　正三郎様～時間隔離(20：00～10：00)継続中。夜間は不眠で経過し、ソファで居眠りされています。朝・昼食は覚醒して全量摂取出来ています。日中は覚醒を促して介入していく。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意しながら、安定した生活リズムが確立出来るよう観察､介入していきます。

・小笠原　久年様～終日隔離継続中。9時～11時、14時～16時の開放中。喫煙要求なく経過。電話後も喫煙所に入る事がなく戻る事が出来ている。引き続き、精神症状の観察を行い、対面時の粗暴行為に注意しながら介入していきます。

＜要注目患者様＞

· 八木橋　タカ様～再三の促しにて、ホールで朝食　主1/2　副食1/2摂取されている

拒薬は無く、話し掛けに表情良く返答されている。移動はふらつき見られている為、スタッフが自床まで誘導している。主治医に確認しCユニットに移動するか検討していく。

· 浪打　實様～本日、体重測定42・0ｋｇで経過。（11/27　53・4ｋｇ　―11・4kg）尿量

が多量の為、主治医に情報報告していく。
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発生事故振り返りミーティング

実施日 H27年11月30日　　13時30分～14時00分

実施場所東Bユニットスタッフオフィス

発生事故

内容

暴力行為における転倒

原因分析

・盗食など他者とのトラブルを起こした既往歴があった。

・コミュニケーション能力も低いことから、他者トラブルに至る可能性が高い。

・暴力に至る前の介入が遅延した。

事故対策

検討内容

・所在の確認の徹底と、暴力行為に至る可能性が高い場合は適切な環境調整を図る。

・興奮・不満が著しい場合は、スタッフがマンツーマンで対応する。
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発生事故振り返りミーティング

実施日 H27年11月30日　13時30分～14時00分

実施場所東Ｂユニットスタッフオフィス

発生事故

内容

ﾍﾞｯﾄﾞから転落し右眼瞼裂傷

原因分析

　

・ベット上に端座位のまま眠っていた。

・認知機能低下・筋力低下・睡眠中により危険回避が出来なかった。

事故対策

検討内容

・ﾍﾞｯﾄﾞ周囲の環境整備。

・排泄パターンの把握。


発生事故振り返りミーティング





参加者





工藤、松村、田端、織田、前田、加藤





実施日





H27年11月30日　　　　　13時30分～14時00分





実施場所





東Bスタッフオフィス





発生事故





内容





H27.11.19　転倒　前頭部裂傷





原因分析





薬剤調整中であり、ふらつきが見られていた。





眠剤服用後であった。





本人は精神症状（躁状態から多動）により、危険に対する判断が出来ない状態であった。





事故対策





検討内容





・病状評価と副作用症状の観察を継続し、状態に合わせた環境の調整を行う。





・転倒リスク評価の徹底。








